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１　日時、場所、出席状況等

第１回 日時 場所
出席
状況

第２回 日時 場所
出席
状況

第３回 日時 場所
出席
状況

２　学校評議員に求めた事項

３　学校評議員の意見

４　学校運営に反映した事項

５　課題その他

評議員５名全員参加

記

令和4年7月21日 本校会議室

令和5年3月16日 本校課題研究室

(1)学習規律の改善に向けた取り組み
（2）校則見直しに向けた取り組み
(3)キャリア教育の充実に向けた取り組み

令和４年度県立学校学校評議員の運営状況について(報告)

　（１）転学者の増加について
　（２）保護者の学校評価アンケートの回答率について
　（３）進学率に向上について
　（４）学校課題について

（１）コロナ禍で学校行事が大幅にカットされており、行事を通して生徒の活躍の場が減ったことでクラス作りも難しく
　　なってきていると聞いている。学校行事を積極的に実施することで、転学者の減少につなげて欲しい。
（２）保護者の回答率が１９．７％となっており、今回のアンケートの回答が保護者の意見と受け止めるには疑問が残る。
　　保護者の回答が増えるとＣ評価になる項目も増えるのではないかと考える。次年度以降、学校行事が増え保護者が
　　学校に関わる機会が増えることを期待する。
（３）・大学進学に向けて全国商業高等学校協会主催の検定で３、２級取得だけでは厳しい。上級の検定試験の受検率
　　　を向上させることに力を入れた方がよい。
     ・企業との連携による商品開発の取り組みは生徒の充実感があると思う。今後も企業との協力を積極的に取り組ん
　　　で欲しい
(4)学校評議員会は学校の教育活動について聞くことができる有意義な機会となった。転学者の多い状況、学校内での
　　問題行動などの解決に向けて役立つことがあれば評議員に声をかけて欲しい。

（１）コロナ禍での学校行事の取り組み
（２）勤怠指導の改善に向けた取り組み

   令和５年２月1０日付け教県第1９９５号により依頼のありましたみだしについて、下記のとおり報告します。

評議員５名全員参加

令和4年12月20日 本校会議室 評議員５名全員参加


